
2
解答用紙がありますので、コピーしてお使いください。

◆第二次検定結果データ◆

受 検 者 数 7,685 人

合 格 者 数 4,537 人

合 格 率 59.0％

■試験内容 施工管理法

■試験形式 問題 1～問題 3：記述式
 問題 4～問題 5：五肢択一式

■試験時間 3 時間

■問題・解答数 5 問全問解答

■合格基準 得点が 60％以上

令和 4 年度
第二次検定

1級電気工事施工管理技術検定

第二次検定問題

あなたが経
けい

験
けん

した電
でん

気
き

工
こう

事
じ

について，次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさ

い。

1− 1	　経
けい

験
けん

した電
でん

気
き

工
こう

事
じ

について，次
つぎ

の事
じ

項
こう

を記
き

述
じゅつ

しなさい。

（1）　工
こう

		事
じ

		名
めい

（2）　工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

（3）　電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の概
がい

要
よう

（ア）請
うけ

負
おい

金
きん

額
がく

（概
がい

略
りゃく

の額
がく

）

（イ）概
がい

　　要
よう

（4）　工
こう

　　期
き

（5）　この電
でん

気
き

工
こう

事
じ

でのあなたの立
たち

場
ば

（6）　あなたが担
たん

当
とう

した業
ぎょう

務
む

の内
ない

容
よう

1 − 2	　上
じょう

記
き

の電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

において，施
せ

工
こう

中
ちゅう

に発
はっ

生
せい

した又
また

は発
はっ

生
せい

すると予
よ

想
そう

した工
こう

程
てい

管
かん

理
り

上
じょう

の問
もん

題
だい

とその理
り

由
ゆう

を 2つあげ，
これらの問

もん

題
だい

を防
ぼう

止
し

するために，あなたがとった対
たい

策
さく

を問
もん

題
だい

ご

とに 2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

	 　ただし，対
たい

策
さく

の内
ない

容
よう

は重
ちょう

複
ふく

しないこと。

1− 3	　上
じょう

記
き

（1－ 1）の電
でん

気
き

工
こう

事
じ

の現
げん

場
ば

において，施
せ

工
こう

の計
けい

画
かく

か
ら引

ひき

渡
わた

しまでの間
あいだ

の品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

に関
かん

して，あなたが特
とく

に留
りゅう

意
い

し
た事

じ

項
こう

とその理
り

由
ゆう

をあげ，あなたがとった対
たい

策
さく

を具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

問
もん

題
だい

1.

令和4年度
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令
和
４
年
度
第
二
次
検
定
問
題

電
でん

気
き

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の作
さ

業
ぎょう

の中
なか

から 2つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

と

作
さ

業
ぎょう

を記
き

入
にゅう

のうえ，その作
さ

業
ぎょう

において，労
ろう

働
どう

災
さい

害
がい

を防
ぼう

止
し

するための対
たい

策
さく

を，それぞれについて 2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし，対
たい

策
さく

の内
ない

容
よう

は 重
ちょう

複
ふく

しないこと。なお，保
ほ

護
ご

帽
ぼう

の 着
ちゃく

用
よう

及
およ

び安
あん

全
ぜん

帯
たい

（要
よう

求
きゅう

性
せい

能
のう

墜
つい

落
らく

制
せい

止
し

用
よう

器
き

具
ぐ

）の着
ちゃく

用
よう

のみの記
き

述
じゅつ

については配
はい

点
てん

しない。

1．クレーン等
とう

による揚
よう

重
じゅう

作
さ

業
ぎょう

2．高
こう

圧
あつ

活
かっ

線
せん

近
きん

接
せつ

作
さ

業
ぎょう

3．酸
さん

素
そ

欠
けつ

乏
ぼう

危
き

険
けん

場
ば

所
しょ

での作
さ

業
ぎょう

4．掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

問
もん

題
だい

2. 問
もん

題
だい

3. 電
でん

気
き

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の用
よう

語
ご

の中
なか

から 4つ選
えら

び，番
ばん

号
ごう

と

用
よう

語
ご

を記
き

入
にゅう

のうえ，技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な内
ない

容
よう

を，それぞれについて

2つ具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

しなさい。

ただし，技
ぎ

術
じゅつ

的
てき

な内
ない

容
よう

とは，施
せ

工
こう

上
じょう

の 留
りゅう

意
い

点
てん

，選
せん

定
てい

上
じょう

の 留
りゅう

意
い

点
てん

，動
どう

作
さ

原
げん

理
り

，発
はっ

生
せい

原
げん

理
り

，定
てい

義
ぎ

，目
もく

的
てき

，用
よう

途
と

，

方
ほう

式
しき

，方
ほう

法
ほう

，特
とく

徴
ちょう

，対
たい

策
さく

などをいう。

１．汽
き

力
りょく

発
はつ

電
でん

のタービン発
はつ

電
でん

機
き

２．油
ゆ

入
にゅう

変
へん

圧
あつ

器
き

の冷
れい

却
きゃく

方
ほう

式
しき

３．光
ひかり

ファイバ複
ふく

合
ごう

架
か

空
くう

地
ち

線
せん

（OPGW）

４．架
か

空
くう

送
そう

電
でん

線
せん

の振
しん

動
どう

現
げん

象
しょう

５．交
こう

流
りゅう

無
む

停
てい

電
でん

電
でん

源
げん

装
そう

置
ち

（UPS）

６．電
でん

線
せん

の許
きょ

容
よう

電
でん

流
りゅう

７．スコット変
へん

圧
あつ

器
き

８．共
きょう

同
どう

住
じゅう

宅
たく

用
よう

自
じ

動
どう

火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

設
せつ

備
び

９．列
れっ

車
しゃ

集
しゅう

中
ちゅう

制
せい

御
ぎょ

装
そう

置
ち

（CTC）

10．カテナリちょう架
か

方
ほう

式
しき

11．交
こう

通
つう

信
しん

号
ごう

の感
かん

応
のう

制
せい

御
ぎょ

12．接
せっ

地
ち

抵
てい

抗
こう

の低
てい

減
げん

方
ほう

法
ほう
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令
和
４
年
度
第
二
次
検
定
問
題

次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさい。

4− 1	　図
ず

に示
しめ

す単
たん

相
そう

2 線
せん

式
しき

配
はい

電
でん

線
せん

路
ろ

において，C点
てん

の線
せん

間
かん

電
でん

圧
あつ

の

値
あたい

〔V〕として，正
ただ

しいものはどれか。
	 　ただし，電

でん

線
せん

1 線
せん

あたりの抵
てい

抗
こう

は，A− B間
かん

，B− C間
かん

，C

− D間
かん

は，各
かく

0.1 Ω，負
ふ

荷
か

は抵
てい

抗
こう

負
ふ

荷
か

とし，線
せん

路
ろ

リアクタン

スは無
む

視
し

する。

負荷 負荷 負荷

10A10A10A

A 0.1 Ω B C D0.1 Ω 0.1 Ω

1φ 2 W
210 V

電源
でん げん

　①	198	V　　②	200	V　　③	202	V　　④	205	V　　⑤	206	V

問
もん

題
だい

4. 4 − 2	　図
ず

に示
しめ

す三
さん

相
そう

6	kV/200	V　1	000	kV･A	の変
へん

圧
あつ

器
き

において，

想
そう

定
てい

短
たん

絡
らく

点
てん

における三
さん

相
そう

短
たん

絡
らく

電
でん

流
りゅう

	IS	の 値
あたい

〔kA〕として，最
もっと

も適
てき

当
とう

なものはどれか。
	 　ただし，計

けい

算
さん

条
じょう

件
けん

は次
つぎ

によるものとし，小
しょう

数
すう

第
だい

一
いち

位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

する。

	 　　基
き

準
じゅん

容
よう

量
りょう

：1	000	kV･A

	 　　電
でん

源
げん

から変
へん

圧
あつ

器
き

一
いち

次
じ

側
がわ

端
たん

子
し

までの％インピーダンス：0.1	％

	 　　変
へん

圧
あつ

器
き

の％インピーダンス：4.7	％

	 　　	変
へん

圧
あつ

器
き

二
に

次
じ

側
がわ

端
たん

子
し

から想
そう

定
てい

短
たん

絡
らく

点
てん

までの電
でん

路
ろ

の％インピー

ダンス：0.2	％

想定短絡点

変圧器
三相 6 kV/200 V
1 000 kV・A

Is

　①	29	kA　　②	50	kA　　③	58	kA　　④	100	kA　　⑤	173	kA
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令
和
４
年
度
第
二
次
検
定
問
題

「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」又
また

は「電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

」に関
かん

する次
つぎ

の問
とい

に答
こた

えなさい。

5− 1	　軽
けい

微
び

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはまる語
ご

句
く

として，「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているものはそれぞれ
どれか。

	 「政
せい

令
れい

で定
さだ

める軽
けい

微
び

な建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

は，工
こう

事
じ

一
いっ

件
けん

の請
うけ

負
おい

代
だい

金
きん

の額
がく

が	

ア 	万
まん

円
えん

（当
とう

該
がい

建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

が建
けん

築
ちく

一
いっ

式
しき

工
こう

事
じ

である場
ば

合
あい

にあつ

ては，	 イ 	万
まん

円
えん

）に満
み

たない工
こう

事
じ

又
また

は建
けん

築
ちく

一
いっ

式
しき

工
こう

事
じ

のうち
延
の

べ面
めん

積
せき

が	150	m2	に満
み

たない木
もく

造
ぞう

住
じゅう

宅
たく

を建
けん

設
せつ

する工
こう

事
じ

とす

る。」

　ア　①	100	 ②	300	 ③	500	 ④	700	 ⑤	1	000

　イ　①	1	000	 ②	1	500	 ③	2	000	 ④	2	500	 ⑤	3	000

5 − 2	　建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはま

る語
ご

句
く

として，「建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているものはそれ
ぞれどれか。

	 「委
い

託
たく

その他
た

いかなる	 ア 	をもつてするかを問
と

わず，報
ほう

酬
しゅう

を得
え

て建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の	 イ 	を目
もく

的
てき

として締
てい

結
けつ

する契
けい

約
やく

は，建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

とみなして，この法
ほう

律
りつ

の規
き

定
てい

を適
てき

用
よう

する。」

　ア　①	 業
ぎょう

務
む

	 ②	方
ほう

法
ほう

	 ③	立
たち

場
ば

	 ④	名
めい

義
ぎ

	 ⑤	資
し

格
かく

　イ　①	完
かん

成
せい

	 ②	 着
ちゃっ

工
こう

	 ③	許
きょ

可
か

	 ④	設
せっ

計
けい

	 ⑤	発
はっ

注
ちゅう

問
もん

題
だい

5. 5 − 3	　電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

の工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

の	 	に当
あ

てはまる

語
ご

句
く

として，「電
でん

気
き

事
じ

業
ぎょう

法
ほう

」 上
じょう

，定
さだ

められているものはそれ
ぞれどれか。

	 「事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

の設
せっ

置
ち

又
また

は変
へん

更
こう

の工
こう

事
じ

であつて，公
こう

共
きょう

の

安
あん

全
ぜん

の確
かく

保
ほ

上
じょう

特
とく

に 重
じゅう

要
よう

なものとして主
しゅ

務
む

省
しょう

令
れい

で定
さだ

めるもの

をしようとする者
もの

は，その工
こう

事
じ

の	 ア 	について主
しゅ

務
む

大
だい

臣
じん

の	
イ 	を受

う

けなければならない。ただし，事
じ

業
ぎょう

用
よう

電
でん

気
き

工
こう

作
さく

物
ぶつ

が滅
めっ

失
しつ

し，若
も

しくは損
そん

壊
かい

した場
ば

合
あい

又
また

は災
さい

害
がい

その他
た

非
ひ

常
じょう

の場
ば

合
あい

において，やむを得
え

ない一
いち

時
じ

的
てき

な工
こう

事
じ

としてするときは，この

限
かぎ

りでない。」

　ア	 ①	計
けい

画
かく

	 ②	保
ほ

安
あん

規
き

程
てい

	 ③	実
じっ

施
し

	

	 ④	技
ぎ

術
じゅつ

基
き

準
じゅん

	 ⑤	監
かん

督
とく

　イ	 ①	安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

審
しん

査
さ

	 ②	認
にん

可
か

	 ③	使
し

用
よう

前
まえ

検
けん

査
さ

	 ④	 評
ひょう

価
か

	 ⑤	立
たち

入
いり

検
けん

査
さ
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※ 141％に拡大コピーしてお使いください。

令和4年度　第二次検定 解答用紙

問題1
1－ 1　経験した電気工事

1－ 2　工程管理上の問題と理由・対策

（1）工事名

（2）工事場所

（3）
電気工事
の概要

（ア）請負金額
　　 （概略の額）

（イ）概要

（4）工期

（5）あなたの立場

（6）
担当した業務
の内容

1－ 3　施工の計画から引渡しまでの間の品質管理

留意した事項と理由

対策

問題2

問題3

問題4

問題5

番号・用語 技術的な内容

①

②

①

②

①

②

①

②

4－ 1 ① ② ③ ④ ⑤
4－ 2 ① ② ③ ④ ⑤

5－ 1
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

5－ 2
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

5－ 3
ア ① ② ③ ④ ⑤
イ ① ② ③ ④ ⑤

番号・作業 労働災害を防止するための対策

①

②

①

②

問題と理由 対策

①

②

①

②


